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立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り

お問い合わせ・お申し込み先
立神峡公園管理組合　☎62－1543　tategamikyou@yahoo.co.jp （8：30～17：30火曜定休日）

活動報告
竹ドーム製作講習会竹ドーム製作講習会

▲竹を６つに割って ▲穴を開けます ▲完成！

▲ハチトラップ ▲捕獲されたハチ

立神峡公園内のハチに注意を立神峡公園内のハチに注意を
　立神峡公園内のクヌギの木や桜の木などに「ハチトラップ」を仕掛けています。
　トラップを仕掛けて１カ月ほどですが、すでに女王バチが40匹ほど捕獲されています。今年は昨年の
今の時期と違って個体数が非常に多いです。来園の際は十分に気を付けていただけたらと思います。

　4月20日、竹ドーム製作講習会を開催しました。
　参加者は、おのおの竹林所有者で、間伐・炭焼きなどの手入れを行っているが、何か新しい竹林の利用方法を
模索している時に今回のイベントを知って参加されたという人ばかりでした。
　今回の竹ドーム製作講習会は、約10年前に竹の二次利用の方法として全国各地に広がり、各地で実践されて
きたものを１人で製作できるよう、講師がオリジナルの要素を加え改良したものを製作するというものでした。
　間伐材を使用するため、今回の材料はモウソウダケを使用しました。竹割り器を使用し6つに割り、面取りを
行い、穴を開けて組み立てるというものです。
　参加者の皆さんは見本を何度も見比べながら、「なるほど！だからこういう形になるのか！」「ここは、こうなっ
ていたのか！」など、口頭説明では難しかった所も実際やってみてよく分かったという感想を頂きました。
　作業途中の皆さんの顔を見ると、童心に返ったように表情が明るく楽しそうでした。
　講習会終了前のアンケートで、このような講習会は今後もぜひ続けて欲しいという声を全員から頂きました。
　次回開催時にも多数のご参加お待ちしております。

　香水やコロンなど、なるべく使用されない方が寄せつけに
くくなります。トラップは木に結んでありますが、興味本位
で外したり、棒で突いたりなどは決してしないようにしてく
ださい。
　時折、「危険ですので全て捕獲してください」というお客
さまもいらっしゃいますが、ハチも大切な自然の一部です。
当公園では蜂トラップを仕掛けることで、スズメバチの個体
数のコントロールを行うとともに、秋の最も活発で攻撃的な
時期のハチを減らすという意味も込めて設置をしています。

初夏を味わおう（甘夏デザートつくり）初夏を味わおう（甘夏デザートつくり）
公園内の無農薬甘夏みかんを使って、「甘夏ようかんとフレッシュジュース」つくりを
開催します。ちょっと汗ばむ日に少し酸味のある甘夏を使ってみませんか。
◆日　時：6月22日（日）10時～12時
◆場　所：立神峡公園管理棟横研修室
◆参加費：1,000円（受講料・材料費・保険料・甘夏のお土産付）
◆準備物：エプロン
◆定　員：10人
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